
 ６⽉ 28 ⽇から 29 ⽇にかけて、７⽉に⿅児島県よりベトナムへ派遣される中⾼校⽣を対象 ６⽉ 28 ⽇から 29 ⽇にかけて、７⽉に⿅児島県よりベトナムへ派遣される中⾼校⽣を対象
とした研修が開催され、その中でベトナム語講座を担当させていただきました。今回参加しとした研修が開催され、その中でベトナム語講座を担当させていただきました。今回参加し
た⽣徒たちは、ホームステイをしながらベトナムで様々な活動を⾏う予定であり、その準備の⼀環として、現地た⽣徒たちは、ホームステイをしながらベトナムで様々な活動を⾏う予定であり、その準備の⼀環として、現地
で必要となるベトナム語の基礎を学びました。で必要となるベトナム語の基礎を学びました。
 ベトナム語は発⾳が難しく、声調も多いため、⽇本⼈にとって習得が難しい⾔語の⼀つと⾔われています。し ベトナム語は発⾳が難しく、声調も多いため、⽇本⼈にとって習得が難しい⾔語の⼀つと⾔われています。し
かし、⽣徒たちはその難しさにも関わらず、積極的に練習に取り組んでくれました。⾃⼰紹介や基本的な挨拶、かし、⽣徒たちはその難しさにも関わらず、積極的に練習に取り組んでくれました。⾃⼰紹介や基本的な挨拶、
⽇常会話でよく使われるフレーズなどを、グループワークを通して楽しく学び、最後には多くの⽣徒が⾃信を持っ⽇常会話でよく使われるフレーズなどを、グループワークを通して楽しく学び、最後には多くの⽣徒が⾃信を持っ
てベトナム語を話す姿が⾒られました。てベトナム語を話す姿が⾒られました。
 この２⽇間の研修は、⿅児島県の「カピックセンター」で⾏われました。研修だけでなく、⾷事の時間にはベ この２⽇間の研修は、⿅児島県の「カピックセンター」で⾏われました。研修だけでなく、⾷事の時間にはベ
トナムの料理も体験し、⾷⽂化を通してベトナムへの理解を深める機会にもなりました。トナムの料理も体験し、⾷⽂化を通してベトナムへの理解を深める機会にもなりました。
 私⾃⾝にとっても、このような形で⽇本の中⾼⽣にベトナム語を教える機会をいただけたことは、⾮常に貴重 私⾃⾝にとっても、このような形で⽇本の中⾼⽣にベトナム語を教える機会をいただけたことは、⾮常に貴重
な経験でした。⾔語を通して異⽂化を理解することの⼤切さを改めて感じるとともに、⽣徒たちの真剣な姿勢にな経験でした。⾔語を通して異⽂化を理解することの⼤切さを改めて感じるとともに、⽣徒たちの真剣な姿勢に
⼤きな感動を覚えました。⼤きな感動を覚えました。
 今回のように中⾼⽣が実際に海外での⽣活を体験し、異⽂化に触れることは、国際的な視野を広げるうえで⾮ 今回のように中⾼⽣が実際に海外での⽣活を体験し、異⽂化に触れることは、国際的な視野を広げるうえで⾮
常に意義のあることだと思います。そして、このベトナム派遣事業は、単なる語学研修にとどまらず、ベトナム常に意義のあることだと思います。そして、このベトナム派遣事業は、単なる語学研修にとどまらず、ベトナム
と⽇本、特に⿅児島とベトナムの交流や友好関係の深化を象徴する取り組みでもあります。と⽇本、特に⿅児島とベトナムの交流や友好関係の深化を象徴する取り組みでもあります。

Hãy cùng khám phá Việt Nam nhé!
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地域を変える

地域おこし協力隊 楢崎 恵さん
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肝付町の皆様に３年間の感謝と御礼を申し上げます

退任のご挨拶

写真：カピックセンターのベトナム料理写真：カピックセンターのベトナム料理
   （フォー、⽣春巻き、チェー）   （フォー、⽣春巻き、チェー）
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